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ロウ・ ヘッド ーーー 1836年5月10日




2)シャーロットはロウ・ヘッドにいる間もアングリアの構想を練っていた。`Well,here l am at Roe Head'で始
まる日記(1836年2月4日付け)には,アシャンティー族長クォーシャがザモーナ王妃メアリの寝室を汚す官能
的な場面を描いている。






























1)ROuse Mill ミス・ウラー の両親が住んでいた。父親が1836年頃から病気がちで,'その世話のために出かける
ことが多かった。
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姉さま方によろしく。ありがとう。いただいた帽子はわたしには可愛いすぎるようです。もうこれ
以上,書き続ける勇気はありません。次にお会いできるのはいつの日のことでしょうか。













1)原注:メアリとマーサ・テイラー 姉妹はゴマソー ルのThe Red Houseに住んでいた。




















































































































































































































































































































































1)ジェランは,ブランウェルがワーズワースに送った詩は` Still and bright,in twilight ttining'(88。1836)であ




































2)「ローマ書」第 1章第25節朝んrshipped and served the creature more than the creatoゴから。なお『ジェイ
ン・エア』第24章でも類似した表現が使われている。
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3)「マタイによる福音書」第6章第10節


























































2)サウジーの代表的叙事詩`The Curse of Kttama'(1810)の一節から。なお原文は次 とおりである。



















































































































































3)Edward Carter ゥラ 先ー生の妹のひとりSusanが結婚しMrs carterとなっていた。エドワー ドはその幼い息
子。シャー ロットは彼女たちの滞在中,こどもの世話まで任されることがあった。










































































































































































































































なによりです北 神のお慈悲をお祈 りしております。良識的で飾 り気のない誠実なお便 りに心うたれ




























































































Mtt lngham,Mary ィンガム家はナッシ家とも結婚による姻戚関係にあり,またミス・ ウラーとも知 り合い

























































―子供たちを愛 し,かれ らのために身 も心 も捧げること一一― をわたしに期待するのです。健康状
態は申し分ありません。ひどく眠 くてもう書いていられません。明 りを消さな くては。皆によろし
く。さような ら。





4)Mrs Sidgwick 旧姓Sarah Hannah Greenwood。ハヮース近隣のOXenhopeに住む製造業者JOhn Greenwood
の娘。シャーロットはグリー ンウッド家の親戚たちとは顔見知りで,サラの義兄はキースリの牧師で父の友人
のひとりであった。
5)Edward Niclloll Carterはマーフィールドで1827年から38年まで牧師補を務めていたが,その後ストー ンガッ
プのあるLothersdaleの牧師補に赴任していた。Anne Carterは彼の妹。1839年末に急死する。なおエドワード
はミス・ウラーの義弟にあたる。手紙49(64)の注3を参照。
6)Mh Hoby シジウィック家の家庭教師。シャーロットは彼女の代わりに一時的に雇われた。ミス・ホビー が
退職する可能性もあったのだが,結果的にはシャーロットがシジウィック夫人とうまくゆかず2カ月で辞める
ことになった。













































(柳)Wil10WS are weak,yet they bind other wood















































































































































































































































































1)原文は` the wind is always tempered to the shorn lamb'。もとはフランスの諺からだが,Laurence Sterne
(17131768)が4膨″″胞″″〆ヵク効?中の` Maraia'で,次のように紹介したのがはじまり。(God tempers the
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1)ブランウェルはUlverStonのBroughton in―FurnessにあるPOStlethwaite家の家庭教師になることが決まってい
た。だが1840年6月には飲酒が原因で解雇された。
(1995年8月31日受理)
